ご　挨　拶
理事長  溝 端　延 彦

引き続き2年間大役を務めさせていただくことになりました。どうかよろしくご協力のほどお願いいたします。

（現状認識）

2016年の連盟結成50周年を目前にして、今関西連盟は会員減少の大きな危機に直面しています。いうまでもなく、少子化による影響に加え、長期にわたる景気低迷による節約志向に子供たちの野球離れが進み関西連盟のみならず、全国全ての連盟、リーグが等しく抱えている問題であります。これはまた単にリトルリーグの問題にとどまらず、乱立気味であった少年野球界全てに共通することでもあります。
（2013年度を振返って）
1年前、2013年度当初に際し、私は「会員増強」が何をおいても喫緊の問題として、募集行事を積極的に行って頂く事は勿論のこと、子供たちと直接接している指導者にもっと勉強していただき、魅力あるリーグ作りをと2度にわたって指導者セミナーを開催しました。ちょうど体罰の社会問題化とのタイミングも合い、成果を上げることができたと思います。
各種規定の改定、整備も進みました。しかし1年を通じ、不備な点も出てきています。ティーボール大会、これも会員増強、底辺拡大の目的には程遠い状況です。審判部強化も道半ばの感があります。

春季大会をなくしメジャークラスの大会が早期に終了するようにしましたが、4月生まれの会員の処遇と合わせて、試行錯誤が続きます。正に正解のない問題であります。そんな中で、新設されたインターミディエット部門で泉佐野リーグが別格の強さを持って初代世界一に輝きました。メジャーの日本一、世界への挑戦は今年こそとの期待を持って臨みましたが、残念な結果に終わってしまいました。

連盟の財政状態ですが、日本協会より突然に助成金カットの知らせが来ました。それに代わって、公益の事業に対し個別の助成金を支出するとのことです。この決定により、約100万円の収入減になりましたが、この年度は健全に推移することができました。
（2014年度に向かって）　さて2014年度に向かってでありますが、
年度終盤に各ブロック、部会を通じて年度の総括や希望事項を寄せていただきました。その多くは本当に的を得たものであり、新年度の運営や事業遂行に取り入れさせていただいております。
まず、連盟行事日程の早期決定と通知を行うための作業を行っています。諸規定の見直しも着手しました。常任理事会をスリム化し、実務型にして問題を徹底討論し実行します。そのうえで、情報の早期伝達と徹底を図ります。また連盟事務局の職務分担化により速やかできめの細かい運営を図ります。ブロック再編を所属リーグ数を増やし、活性化を図る目的で継続して検討を行います。加盟リーグと連盟との意思疎通はブロックを通じて、ブロック長を通じて行うことになっておりますが、私自身も積極的にブロック会議などに出席をさせていただき、コミュニケーションを図りたいと考えております。
大会開催時期を見直し、日本選手権関西大会に敗者復活戦を採用させます。また、学校運動会の日程を考慮してマイナー選手権を初春に行うことにしました。せっかく入会し努力を続けてきたにもかかわらず、リーグの人数不足のため世界に挑戦する機会を奪われている会員がいます。そのような会員をできる限り少なくするため、昨年「柏原・奈良」で成功した「統一リーグ」を積極的に推進します。また、インターミディエットに関しても、難しい問題があるとはいえ、この部門が日本リトルリーグとして存続する限り会員たちに世界一に挑戦する機会を提供します。

会員募集行事は各リーグが地域実情に沿って行うべきものであります。連盟としては魅力あるリーグ作りのため指導者研修を続けます。また、ティーボールが本当に底辺拡大に繋がるような取り組み方を研究します。その他野球教室など連盟、ブロック単位で行う事業を積極的に進めます。

審判部です。試合の盛り上がりを支える大きな役割をになう審判部の強化、活性化は不可欠の課題であります。ブロック担当の連盟審判員を決め、その指導によりブロックやリーグ審判の強化につなげたいと考えています。
財政の問題であります。日本協会より助成金がカットされました。その上にリーグ数減少、会員減少で連盟会計の収入が減少します。さらに消費税増税が加わりますと、自動的に支出が増加します。今まで健全財政に終始し、50周年事業に向けて積立金をも行ってきましたが、一転マイナス会計になる可能性が出てきました。協賛メーカーとの関係をどのように取り組み、収入拡大につなげるか大きな課題であります。
続いて結成50周年に向けての準備であります。2016年の全国選抜大会を引き受けることになっています。その前年には西日本大会の主管も行います。50周年をどのように迎えるべきか、準備・検討委員会を発足させる予定です。8月に仙台での全国選抜大会に行ってきました。東北連盟が全連盟を上げての素晴らしい運営を目にしてきました。関西連盟として、また20年ぶりの主管を「おもてなし」の心で各連盟代表を迎えることができるよう盛り上げてゆかねばなりません。
最後に各リーグの会長様、あるいはそれに準ずる皆様にご注意とお願いをいたします。この1年間にバウンダリー規則違反に相当する問題がいくつか起こりました。皆様方の誠意と規律遵守の行動を信じての規則改正が裏目に出てしまった感じがします。ことはこれら会員の帰属に関する問題だけに留まらず、「不勉強」「決定事項をないがしろにする行為・感覚」が散見されます。子供たちに「規律」「友愛」「団結」の精神を大人が模範となって導いてゆくことを目的としているリトルリーグにとって、最も「恥ずべきこと」であります。罰則、ペナルティー強化の必要性が議論されています。非常に残念なことです。私たちは子供たちに教えるだけではなく、それを通じて私たち自身も学んでゆく姿勢を忘れずにしていただきたいと思います。私たち連盟役員は勿論の事、また皆様方ご自身のみならず、それぞれのリーグにおいてもしっかりと自覚していただきご指導いただきたいと思います。

新年度スローガンにいくつかのご提案をいただきました。全てが捨てがたいものでしたが、その中から「夢への一歩　リトルから」を採用していただきました。子供目線に立った、素晴らしいものです。どうか子供たちだけでなく、私たちも大きな夢をもってリトルリーグ再興、発展に力をあわせて頑張りましょう。どうかよろしくお願いいたします。
